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前 学 長  坂 井 東 洋 男  退 任 の ご 挨 拶

さよならだけが人生だ
前学長 坂井 東洋男

神戸 春佳 （48期生 営マ）

　校友会と在校生の交流の架け橋および、将来の校友
会支部活性化を担う人材の育成を目的として、2016年
度に校友会は「将軍山奨学金制度」を設立。栄えある第
１期生の授賞式は、2017年3月26日校友会評議員会

（追手門学院大手前中・高等学校視聴覚室）において
行われました。奨学金を受給した学生たちから、以下の感
謝の言葉が寄せられました。

　入学してしばらくは、「校友会って何？」
というのが率直な感想でした。私もこの
春から新社会人となり、５万人近くから
なる昭和、平成の追大卒業生、つまり
校友の一人となりましたが、どのような
活動をしているのか、学生意識委員会

（C.S.C.）での活動がなければ、そのか
かわりは薄かったと思います。
　しかし、卒業生としての誇りを持って、
母校（追手門学院大学）の発展のため
に、自己のできる範囲で貢献すること。そ
れが、学生と校友の方 と々の意見交換
の場だけでなく、地域の清掃活動や将
軍山祭、クラブ活動への支援などだった

んだと、今になって実感するばかりです。
校友会の一員となった今、機会があれ
ば、学生時代に校友と追大生との“架け
橋”になれるように汗を流した経験を、広
く伝えたいとも思っています。
　この会報を通じて、校友会について知
らない追大生に、「校友会」を身近な存
在に感じてもらえればと願っています。
　校友にとっても、最近の学生気質や、
離れて久しい追大のキャンパスが進化
する姿を知るきっかけになればとも考えて
います。そして全国に広がる追大と校友
の交流の輪が、社会に広がり浸透してい
くことを期待しています。

　3月末の任期満了をも
って学長を退任させてい
ただきました。校友会の皆
様、とりわけ林田会長をは
じめ役員の皆様には、4年
8か月の在任中、ひとかた
ならぬ誼を賜りました。
　学内誌『リベルタス』に
も退任のご挨拶「老兵は
死なず、ただ消え去るの
み」を書いたので、ここで
は繰り返しません。
　人生に別れはつきもの。というわけ
で、私は井伏鱒二の『厄除け詩集』
所収の「酒を勧める」の妙訳、さよなら
だけが人生だ、をこよなく愛誦していま
す。惜別の情を深くこめたもので、その
詩の後半部分の直筆の書額も古書

店で大枚を（？）はたいて買いました。骨
董趣味の数少ないものの一つです。
　その原詩の後半は「花発（ひら）くとき  
風雨多し  人生  別離足る（多い）」。
　直訳すると、花が咲くと 雨が降った
り風が吹いたりするもの 人生に 別離
はつきもの。

　これを、井伏鱒二は「はな
にあらしのたとへもあるぞ さ
よならだけが人生だ」と思い
切りひねって訳しているんで
す。別れのこの酒宴では、
心ゆくまで飲みましょうよ。
　別れの場での酒宴で思
い起こすのは、テレサ・テン
も歌った「何日君再来」（つ
ぎはいつお目にかかれるの）
の中国語バージョンです。

せめて今は、心ゆくまで飲みましょうよ、
召しあがりましょうよ。彼女は日本語で
も歌っていますが、歌詞の趣旨はだい
ぶ違います。
　何かの折には皆様にまたお目にか
かります。かさねてご厚誼に御礼申しあ
げます。

　チアリーダー部は、硬式野球部、アメリカンフットボール
部の応援に加え、校友会のイベントや各種の学内行事、さ
らには地域のイベントなどを活動の場にしています。もう一
つの軸は大会への参加です。2017年1月にアメリカで開
催された「世界大学チアリーディング選手権（WUCC）」で
は、念願のエリートガール部門優勝という成績を収めること
ができました。
　校友会の皆様には日頃からお力添えをいただいていま
すが、本出場に際して多額のご支援をたまわり、渡航費、
宿泊費を心配することなく競技に集中できたことが世界１
位という成果に結びついたと感謝しております。チアリーダ
ー部は私の代から、ダンス部門とチアリーディング部門の２
部門で活動しています。世界大会での優勝や規模の拡大
といった現在の部の発展は、先輩方が築いてくださった伝
統のうえに成り立っていることを常に感じています。今年度
中にはリーダー部と吹奏楽団との３部の連携を本格化でき
るよう、現在話し合いを進めています。今後とも私たち学友
会応援団チアリーダー部をよろしくお願い申し上げます。

▶チアリーダー部

EXTRACURRICULAR ACTIVITIES
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経済学部 経済学科４年

追手門学院大学学友会応援団チアリーダー部 Soldiers

梅原 有希さん

奨学金授賞式の様子

クラブ活動・課外活動を応援しよう！

エリートガール部門世界１位に。
校友会のご支援のお陰で
競技に集中できた成果です。

「将軍山奨学金」１期生の
授賞式が行われました

校友と追大生とのかかわり ～“今”を伝える架け橋に～

　院生になって学会など様々な場所へ伺うことが多くなり、
学内だけではわからなかった貴重な体験ができています。そ
こで、もっと活動の幅を広げ、学ぶ機会を増やしたいという
思いから応募させていただきました。奨学生に選んでいただ
いたことで私自身の研究活動を充実させると同時に、追大
の先輩方とのかかわりも一層増やしたいと考えています。校
友会での出会いから多くのことを学び、自分自身の成長の
力に変えて行きたいと思います。

古谷 有佳理（大学院心理学研究科 臨床心理学コース）

　学会への参加やワークショップの受講、交通費などの費
用をアルバイトで賄ってきました。奨学生に採用されるまで
学業の時間もアルバイトにあてていましたので、奨学金の
有効活用により、研究活動や学習により時間を費やすこと
ができます。今後は学会へ積極的に参加したり、ワークショ
ップを受講したりすることでさらに能力向上に励み、奨学生
第1期として修士課程修了後、２期生以降に誇れるような
人間になれるよう努力を続けます。

橋本 勇真（大学院心理学研究科 臨床心理学コース）

　私は将来に向けて、資格取得の勉強に励んでいます。
昨年は学内の資格取得講座を利用し、世界遺産検定２
級に合格することができました。この資格で得た知識を、
2018年の世界遺産候補地である地元の長崎県での地
域活性化に結び付けたいと思います。また４年間を通して
学芸員資格の取得、さらにTOEIC®などの検定試験も視野
を入れており、この奨学金を学費だけでなく、資格取得の費
用としても使わせていただきたいと考えています。

松尾 有起（地域創造学部 地域創造学科２年）

奨学生からの感謝の言葉

将 軍 山 奨 学 金 授 賞 式

校 友 会  新 会 員 からのメッセージ
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